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中西友子

第5回放射能の農畜水産物等への影響についての研究報告会



東京大学農学部における震災復興支援への取組み

災害対策本部
東日本大震災に関する救援・復興支援室

福島県農業総合センター
東京大学

（１）高放射能の農畜水産物産業への影響
① 作物・穀物

② 家畜・畜産物

③ 土壌・微生物

④ 魚介類、海水

⑤ 放射線測定

⑥ 科学コミュニケーション他

（２）被災地農業回復についての研究開発
① 作物生産・土壌学 ② バイオマス生産

農学生命科学研究科

演習林
牧場
生体調和農学機構
（圃場）
水産実験所
食の安全センター
放射性同位元素施設

応用生命化学・工学
生産・環境生物
獣医学
応用動物科学
森林化学
生物環境工学
生物材料科学
水圏生物科学



2011年11月19日(1回目） 2012年2月18日（２回目）

イネ

土壌

畜産業

低濃度汚染

鳥

魚貝類

キノコ
果樹

福島から

１，２回目



森林・河川

魚貝類

福島から（モニタリング）

サイエンスコミュニ
ケーション

福島から（イネのセシウム吸収低減）

イネ実験

2012年5月26日（3回目） 2012年9月8日（4回目）

エネルギー作物

イネの品種間差

除染の試み

原種のブタ

果樹

除染の試み



東京大学農学部で進行中の取組み
・農業 ・作物学 ・栽培学 ・土壌学 ・微生物学 ・砂防学
・獣医学 ・畜産業 ・水産業 ・魚学 ・環境学 ・林業

落ち葉からキノコへの移行

溜池

牧草地

河川

用水

山林

森林昆虫果樹園

畑

水田

生物・水が関与した
放射性物質の移動 野鳥モニタリング

果樹の樹体内セシウム動態

家畜内の分布

牛乳への移行

牧草・家畜間の循環
畑作でのセシウム移行

土壌の鉛直分布

水田生態系での
セシウム動態

加工による低減効果

イネ：セシウム吸収の品種間差

魚体内分布

イネでのセシウム動態

エネルギー作物 セシウム吸収低減・除染策

サイエンスコミュニケーション



魚介類

鳥類

北海道演習
林（富良野）

秩父演習林

生態水文学研
究所（瀬戸）

富士癒しの森研究所（山中湖）

千葉演習林（鴨川、君津）樹芸研究所（伊豆下田）

伊達市 飯館村

鮫川村

白河市 南相馬市

笠間市

福島市

郡山市



原発事故近くでの研究

伊達市： ① イネの生育と放射能 60水田
② 環境動態（生態系も含む）

飯館村： ① イノシシ
（村からの要請） ② 水田除染、土壌中の放射能動態

南相馬市： ブタの子孫チェック

白河市： ヒツジ

鮫川村： 果樹、野菜（ジャガイモ、キャベツ他）

福島市： 果樹 モモ （果樹試験所）

郡山市： 福島県農業総合センター
笠間市： ヤギの放牧、循環系農業
野生生物調査



研究サイト（伊達市）



研究サイト（伊達市）



研究サイト（福島市、伊達市）



研究サイト（飯館村）



研究サイト
（飯館村）



汚染面積:～６％
放射性セシウムの量:  ～1/6
放出距離:～1/10



おわり

これからも継続的に調査研究を続けていこ
うと思っております。


